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143円台を突破した米ドル円の今後
ポイント①1998年以来の円安米ドル高

9月6⽇の欧米の外国為替市場で円は対米ドルで
下落基調が強まり、⽇本時間の7⽇朝には一時
143円55銭（Bloomberg）と1998年8月以来
の円安水準となりました（右上図）。背景には、①
6⽇に豪州準備銀行（中央銀行）が0.5％の利
上げを決めたこと、②同⽇発表の8月の米ISM（サ
プライマネジメント協会）非製造業景況感指数が
前月から上昇し、FRBの大幅利上げ観測が高まっ
たこと、③今週ECB（欧州中央銀行）やカナダ銀
行（中央銀行）が大幅利上げを行なう可能性が
高まっていること、などがあるとみられます。

金融緩和を続ける⽇銀と金融引き締めを急ぐ主要
中銀との金融政策の方向性の違いから、幅広い通
貨に対し、円安が進んでいます。

ポイント②米ドル円は98年高値147円台試す

FRBは来年半ばにかけて、FF（フェデラル・ファン
ド）金利を現在の水準から約1.6%程度引き上げ
ると市場では予想されており、利上げ局面の長期化
の観点から米ドル高基調は当面続く可能性があり
ます。

また、9月からFRBが月額950億米ドルペースで保
有資産残高を縮小する、いわゆる「QT（量的引き
締め）」を本格化させることも、米国の金利先高観
につながるとみられ、円安米ドル高をサポートする要
因として意識されます（右下図）。

主要通貨に対する米ドルの実力を⽰す「ドル指数」
は110と約20年ぶりの水準にまで上昇していますが、
2002年前後には120をつけており、米ドルの上値
余地は依然残されているとみられます。米ドル円は
1998年高値の147円台を試す展開となりそうです。

円の対米ドル相場

FRB（米連邦準備制度理事会）の総資産

期間：1997年1月2⽇～2022年9月7⽇（⽇本時間午前8時時点）、⽇次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間：2015年1月2⽇～2022年9月2⽇、週次
・2022年9月以降は月額950億米ドルペースで保有資産残高を縮小する方針
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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